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司
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会
と
ラ
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、
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•
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性
学
の
最
近
の
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向
ー
国
立
婦
人
教
育
会
館
の
調
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研
究
事
業
か
ら
•
上
村
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子

エ
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セ
イ

•
2
8共
ぞ
み
立
＾
て
、
い
ま
だ
•
蛸
島
彰
子

事
例
紹
介
田
•
3
0家
釜
g科
男
女
必
修
の
取
組
ー
四
年
目
を
迎
え
た
本
校
の
実
践
•
神
奈
川
県
立
栗
原
高
等
学
校

固
•
3
2
男
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教
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の
資
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作
成
•
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育
委
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会

固
•
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•
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•
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在
り
方
•
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学
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•
3
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に
お
け
る
男
女
共
同
参
画
型
社
会
つ
く
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に
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け
た

関
係
施
策
の
概
要
•
生
涯
学
習
局
婦
人
教
育
課

4
6
E
S
C
A
P地
域
政
府
間
準
備
会
合
の
概
要

及
び
第
四
回
世
界
婦
人
会
議
に
向
け
て
の
取
組
•
生
涯
学
習
局
婦
人
教
育
課
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学
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婦
人
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課

特
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記
事
国
国
広
郎
ャ
＾
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史
父
法
皿
に
関
す
る
懇
談
会

.
5
0国
際
文
化
交
流
に
関
す
る
懇
談
会
の
報
告
に
当
た
っ
て
•
有
馬
朗

A

.
5
1
「
新
し
い
時
代
の
国
際
文
化
交
流
（
国
際
文
化
交
流
に
関
す
る

懇
談
会
報
告
）
」
の
概
要
•
学
術
国
際
局
国
際
企
画
課

.
5
2短
期
留
学
制
度
に
期
待
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る
•
本
間
長
世

5
3世
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の
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財
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て
•
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夫
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よ
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•
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台
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•
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8
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と
の
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た
•
大
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ま

76
ぽ
く
た
ち
、
わ
た
し
た
ち
の
ウ
ィ
ー
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エ
ン
ド

•
青
森
県
教
育
委
員
会

78
海
外
教
育
ニ
ュ
ー
ス
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4
杜
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は
い
ま
●
気
候
モ
デ
ル
っ
て
何
？

72
⑭
ア
ト
ラ
ン
タ
ー
我
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国
競
技
ス
ポ
ー
ツ
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最
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線

•
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ス
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ん
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サ
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策
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＠
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近
年
の
国
際
情
勢
と
国
内
状
況
の
変
化
を
踏
ま
え
、

二
―
世
紀
を
見
据
え
た
国
際
文
化
交
流
の
在
り
方
を

検
討
す
る
た
め
、
昨
年
一

0
月
内
閣
総
理
大
臣
の
私

的
諮
問
機
関
と
し
て
懇
談
会
が
設
置
さ
れ
た
。
四
回

の
総
会
、
六
回
の
分
科
会
等
を
経
て
、
平
成
六
年
六

月
総
理
大
臣
に
報
告
書
が
提
出
さ
れ
た
。

1
国
際
文
化
交
流
の
実
施
体
制
と
基
盤
の
強
化

。
地
方
公
共
団
体
や
民
間
の
国
際
的
な
人
材
を
育
成

す
る
た
め
、
研
修
機
会
の
充
実
、
国
の
各
種
機
関

等
と
の
人
材
交
流
を
図
る
。
ま
た
、
適
切
な
公
益

法
人
を
特
定
公
益
増
進
法
人
に
昇
格
す
る
な
ど
の

措
置
を
請
ず
る
。

。
国
際
交
流
基
金
及
び
日
本
学
術
振
興
会
の
事
業
規

模
を
ニ
―
世
紀
初
頭
に
は
倍
増
し
、
実
施
体
制
も

拡
充
ょ
強
化
を
図
る
。
ま
た
、

O
D
A
を
文
化
交

流
に
も
積
極
的
に
活
用
す
る
C

•
国
際
文
化
交
流
関
係
者
の
入
国
ま
で
の
審
査
を
迅

速
に
す
る
た
め
、
手
続
き
の
簡
素
化
、
身
元
保
鉦

人
制
度
の
運
用
の
改
善
等
を
図
る
。

2

新
し
い
時
代
に
対
応
し
た
国
際
文
化
交
流
活
動

0

域
内
諸
国
と
の
未
来
志
向
的
な
関
係
の
構
築
に
向

け
、
青
少
年
交
流
な
ど
の
各
種
交
流
事
業
を
推
進

す
る
c

ま
た
、
文
化
交
流
団
体
を
中
心
と
す
る
国

内
基
盤
を
整
え
る
。

c

母
国
の
大
学
に
在
籍
し
た
ま
ま
一
年
間
日
本
の
大

学
で
勉
強
す
る
短
期
留
学
制
度
を
創
設
す
る
。
ま

た
、
「
留
学
生
受
入
れ
一

0
万
人
計
画
」
の
早
期
実

現
を
目
指
し
r

留
学
生
宿
舎
の
整
備
、
奨
学
金
等

の
充
実
等
を
図
る
。

上
若
手
に
重
点
を
置
い
た
研
究
者
交
流
、
国
際
共
同

研
究
、
研
究
機
関
。
大
学
等
の
研
究
環
境
の
充
実
、

日
本
学
術
振
興
会
の
海
外
連
絡
拠
点
の
整
備
を
推

進
す
る
。
ま
た
、
学
術
情
報
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
高

度
化
、
高
速
化
、
諸
外
国
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
と
の

学
術
国
際
局
国
際
企
画
課

，
 

じ

r/
，1

ー
関
ナ
る

」
の
概
声

強
化
す
る
。
さ
ら
に
、
国
内
に
お
け
る
地

域
研
究
体
制
の
整
備
を
図
る
。
こ
の
ほ
か
r

国
際

日
本
文
化
研
究
セ
ン
タ
ー
な
ど
国
内
の
日
本
研
究

機
関
の
整
備
。
充
実
等
を
図
る
。

。
日
本
語
学
習
者
の
急
増
と
学
習
目
的
の
多
様
化
に

対
応
す
る
た
め
、
国
立
国
語
研
究
所
な
ど
の
日
本

語
教
育
推
進
体
制
の
充
実
、
日
本
語
能
力
試
験
実

施
体
制
の
強
化
、
日
本
人
学
校
の
活
用
な
ど
を
図

克
ま
た
、
地
域
に
在
住
す
る
外
国
人
等
へ
の
日

本
語
教
育
機
会
の
提
供
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
を
含
む

指
導
者
へ
の
研
修
な
ど
を
推
進
す
る
。

袷
世
界
の
文
化
遺
産
の
保
存
。
修
復
・
振
興
に
対
す

る
政
府
と
民
間
の
協
力
体
制
を
整
備
す
る
と
と
も

に
、
そ
の
基
盤
と
な
る
国
内
の
研
究
体
制
及
び
人

材
の
育
成
を
強
化
す
る
。
ま
た
、
世
界
文
化
財
機

構
等
の
民
間
の
保
存
協
力
活
動
を
支
援
す
る
。

．
我
が
国
の
芸
術
文
化
紹
介
や
芸
術
家
・
芸
術
団
体

の
国
際
的
な
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
ヘ
の
参
加
を
支
援

す
る
と
と
も
に
f

芸
術
家
f

舞
台
技
術
者
、
ア
ー

ト
。
マ
ネ
ー
ジ
メ
ン
ト
担
当
者
等
の
人
材
育
成
を

支
援
す
る
。

。
芸
術
文
化
交
流
の
強
化
の
た
め
、
文
化
庁
、
国
際

交
流
基
金
の
予
算
等
の
充
実
に
努
め
る
と
と
も
に
、

第
二
国
立
劇
場
、
東
京
国
立
近
代
美
術
館
フ
ィ
ル

ム
セ
ン
タ
ー
等
の
国
内
の
芸
術
文
化
関
係
機
関
を

゜

整
備
す
る

・
ス
ポ
ー
ツ
の
交
流
の
増
進
と
基
盤
の
整
備
を
図
る
。

ま
た
、
長
野
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
等
の
開
催
を
支
援
す
る

と
と
も
に
、
指
導
者
の
育
成
等
の
体
制
を
整
備
す
る
。

ありま•あきと ニューヨ

ーク州立大学．ストーニー・

プルタ校敦授、東京大学教

授、同理学部長、同大学長

を経て、現稼。 i二科記念賞、
フンポルト賞、日本学士院

賞、 ドイツ連邦共和国功労

勲章大功労十字章ほか。著

替「原子と原子核j なと。

た
た
め
で
あ
る
。

こ
の
よ
う
な
状
況
の
下
で
日
本
に
求
め
ら
れ
る
こ

と
は
、
文
化
交
流
を
通
じ
て
国
際
貢
献
を
十
分
に
果

た
す
こ
と
で
あ
る
。
そ
の
た
め
に
は
、
ま
ず
日
本
が

真
に
文
化
国
家
と
し
て
確
立
す
る
こ
と
が
望
ま
れ
る
。

そ
の
上
で
学
術
や
芸
術
な
ど
の
文
化
交
流
の
促
進
が

望
ま
れ
て
い
る
の
で
あ
る
。

と
こ
ろ
で
具
体
的
に
こ
の
よ
う
な
日
本
の
国
際
文

化
交
流
を
支
え
る
基
盤
が
r

き
わ
め
て
貧
弱
で
あ
る

こ
と
が
、
調
査
を
す
れ
ば
す
る
ほ
ど
明
ら
か
に
な
っ

て
き
た
の
で
あ
る
。
例
え
ば
ブ
リ
テ
ィ
ッ
シ
ュ
。
カ
ウ

ン
シ
ル
と
国
際
交
流
基
金
の
予
算
を
比
べ
る
と
、
四
倍

の
差
が
あ
り
、
ア
メ
リ
カ
の
国
立
科
学
財
団
に
比
べ

る
と
、
日
本
学
術
振
興
会
の
予
算
は
、
三

0
分
の
一
に

過
ぎ
な
い
。
そ
こ
で
報
告
書
は
、
国
際
交
流
基
金
や
日

本
学
術
振
興
会
の
事
業
規
模
が
、
＿
二
世
紀
初
頭
に

は
倍
増
さ
れ
る
こ
と
を
切
望
し
て
い
る
の
で
あ
る
。

二
一
世
紀
を
目
指
し
た
国
際
文
化
交
流
活
動
と
し

て
は
、
特
に
ア
ジ
ア
・
太
平
洋
地
域
と
の
交
流
に
重

点
を
置
く
べ
き
で
あ
る
。
来
年
は
第
二
次
世
界
大
戦

終
結
五

0
周
年
に
当
た
る
こ
と
も
あ
り
、
こ
れ
を
一

つ
の
節
目
と
し
た
新
し
い
国
際
関
係
の
構
築
が
必
要

な
の
で
あ
る
。
具
体
的
に
は
留
学
生
の
受
入
れ
体
制

を
充
実
し
て
、
「
留
学
生
受
入
れ
一

0
万
人
計
画
」
の

早
期
実
現
、
ま
た
母
菌
の
大
学
に
在
籍
し
た
ま
ま
一

年
間
日
本
の
大
学
で
勉
強
す
る
短
期
留
学
制
度
の
創

設
を
強
く
要
望
し
て
い
る
。
短
期
留
学
制
度
は
特
に

先
進
国
と
の
留
学
生
の
数
の
不
均
衡
を
解
消
す
る
た

め
で
あ
る
。
ま
た
青
少
年
を
中
心
に
し
た
ス
ポ
ー
ツ

交
流
も
重
要
な
柱
で
あ
り
r

忘
れ
て
は
な
ら
な
い
。

日
本
が
国
際
的
に
十
分
な
貢
献
を
す
る
た
め
に
は
、

ま
ず
国
内
の
文
化
、
学
術
の
体
制
を
大
幅
に
強
化
し

な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
そ
の
た
め
に
は
ま
だ
ま
だ
多

大
な
努
力
の
積
み
上
げ
炉
必
要
で
あ
る
。
更
に
同
際

文
化
交
流
の
た
翌
国
民
一
人
一
人
が
担
い
手
と
い

う
自
覚
を
深
め
る
こ
と
と
、
民
間
、
地
方
、
国
の
協

力
が
強
く
望
ま
れ
て
い
る
の
で
あ
る
。

呻0
0
/
—
ー
ニ

□

口算

表

平
成
五
年
総
理
大
臣
の
要
謄
を
受
け
、
「
国
際
文
化

交
流
に
関
す
る
懇
談
会
」
は
、
平
成
五
年
一

0
月
に

第
一
回
の
会
合
を
開
い
た
後
、
四
回
の
懇
談
会
と
六

回
の
分
科
会
を
開
い
た
結
果
、
「
新
し
い
時
代
の
国
際

文
化
交
流
」
と
い
う
報
告
書
を
総
理
に
提
出
し
た
。

そ
の
内
容
と
意
義
に
つ
い
て
紹
介
し
た
い
。

ま
ず
ど
う
し
て
今
、
こ
の
よ
う
な
検
討
を
行
わ
な

け
れ
ば
な
ら
な
い
の
か
、
そ
の
背
景
に
つ
い
て
述
べ

よ
う
。
最
も
大
き
な
理
由
は
国
際
環
境
の
急
速
で
r

し
か
も
大
き
な
変
化
に
対
応
す
る
必
要
が
あ
る
か
ら

で
あ
る
。
例
え
ば
冷
戦
の
終
結
r

貿
易
を
は
じ
め
と

す
る
国
際
的
相
互
依
存
の
増
大
、
環
境
問
題
[
7

難
民

問
題
の
課
題
の
深
刻
化
な
ど
で
あ
る
。
次
に
日
本
の

経
済
力
が
世
界
の
一
五
％
を
占
め
る
に
至
り
、
し
た

が
っ
て
世
界
に
お
け
る
日
本
の
責
任
が
大
き
く
な
っ

に

す

る

に
当
た
っ
て

理
化
学
研
究
所
理
事
長

有
馬
朗
人
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国
際
文
化
交
流
に
関
す
る
懇
談
会
の
戟
告
書
「
新

し
い
時
代
の
国
際
文
化
交
流
」
が
完
成
し
た
こ
と
は
、

メ
ン
バ
ー
の
ひ
と
り
と
し
て
ま
こ
と
に
喜
ば
し
い
。

私
は
、
学
術
交
流
、
知
的
交
流
、
留
学
生
交
流
、
日

本
語
教
育
、
日
本
研
究
を
扱
っ
た
第
一
分
科
会
の
主

査
を
務
め
た
が
、
こ
れ
ら
の
領
域
に
お
い
て
、
新
し

い
時
代
に
お
け
る
日
本
の
役
割
が
ま
す
ま
す
大
き
く

な
る
こ
と
に
つ
い
て
、
メ
ン
バ
ー
全
員
が
一
致
し
た

立
場
で
あ
る
こ
と
に
感
銘
を
お
ぽ
え
た
。
そ
の
中
で

も
、
留
学
生
交
流
を
さ
ら
に
充
実
さ
せ
る
必
要
が
認

識
さ
れ
、
．
短
期
留
学
制
度
を
創
設
す
る
こ
と
が
望
ま

し
い
と
明
記
さ
れ
た
の
は
大
き
な
収
穫
だ
っ
た
と
思

f,9' 
留
学
生
交
流
は
、
「
未
来
志
向
の
交
流
の
推
進
」
の

中
に
位
置
づ
け
ら
れ
て
い
る
。
こ
れ
は
当
然
の
こ
と

で
あ
る
が
、
ニ
―
世
紀
の
世
界
に
備
え
て
、
我
が
国

の
青
少
年
が
外
国
に
行
っ
て
異
文
化
体
験
を
深
め
る

と
と
も
に
、
外
国
の
青
少
年
加
我
が
国
に
来
て
、
勉
学

を
通
じ
て
日
本
文
化
を
理
解
す
る
基
礎
を
築
く
機
会

を
よ
り
多
く
提
供
す
る
こ
と
は
、
極
め
て
重
要
で
あ

る
と
思
う
。
そ
れ
は
、
ニ
―
世
紀
の
世
界
が
‘
]
方

に
お
い
て
国
境
を
越
え
た
レ
ベ
ル
で
の
相
互
依
存
や

ル
コ
ン

(
C
U
L
C
O
N
)
」
も
、
こ
の
問
題
の
改
善

の
た
め
に
ワ
ー
キ
ン
グ
：
グ
ル
ー
プ
を
つ
く
り
、
検

討
を
重
ね
て
き
て
い
る
。
ま
た
国
立
大
学
協
会
に
お

い
て
も
、
こ
の
課
題
を
具
体
的
に
検
討
す
る
小
委
員

会
が
設
け
ら
れ
、
活
動
し
て
い
る
。
米
国
の
大
学
に

は
、
い
わ
ゆ
る
「
ジ
ュ
ニ
ア
・
イ
ア
ー
。
ア
プ
ロ
ー

ド
」
の
制
度
を
活
用
し
て
い
る
も
の
が
あ
る
。
運
用

の
仕
方
は
様
々
で
あ
ろ
う
が
、
原
則
的
に
は
、
学
位

取
得
を
目
指
す
の
で
な
く
、
短
期
間
外
国
で
過
ご
し
、

勉
学
並
び
に
生
活
体
験
を
そ
の
後
の
勉
強
と
人
間
形

成
に
役
立
た
せ
よ
う
と
す
る
も
の
だ
と
承
知
し
て
い

る
。
し
た
が
っ
て
日
本
の
大
学
が
短
期
留
学
制
度
を

導
入
す
れ
ば
、
そ
れ
は
米
国
の
「
ジ
ュ
ニ
ア
e

イ
ア

今
、
日
本
は
国
際
貢
献
を
度
あ
る
ご
と
に
求
め
ら

れ
て
い
る
。
こ
の
国
際
貢
献
に
も
い
ろ
い
ろ
な
選
択

肢
が
あ
っ
て
、
実
に
幅
が
広
い
。
人
道
的
な
面
か
ら
、

食
糧
、
医
療
な
ど
の
協
力
も
あ
る
。
公
害
か
ら
自
然

活
も

環
境
を
護
る
地
球
規
模
の
協
力
も
あ
る
。
発
展
途
上

国
の
経
済
援
助
や
、
技
術
協
力
も
あ
る
。
ま
た
、
紛

争
菌
の
平
和
維
持
の
た
め
の

P
K
O
の
問
題
も
あ
る
。

こ
う
い
っ
た
難
し
い
国
際
貢
献
を
文
化
の
面
か
ら

東
京
女
子
大
学
教
授
⑲
太
{
声
四
長
田
=

協
力
を
必
要
と
す
る
と
と
も
に
、
他
方
で
は
、
そ
れ
ぞ

れ
の
文
化
の
独
自
性
を
強
調
す
る
排
他
的
ナ
シ
ョ
ナ

リ
ズ
ム
が
、
国
際
社
会
の
安
定
を
破
壊
す
る
要
因
と

し
て
作
用
す
る
危
険
が
大
き
い
か
ら
で
あ
る
。
さ
ら

に
、
青
少
年
の
留
学
生
交
流
は
、
学
術
の
発
展
や
文

化
の
創
造
に
と
っ
て
大
き
な
刺
激
と
な
る
で
あ
ろ
う
。

日
本
の
歴
史
を
通
じ
て
、
古
く
は
中
国
へ
の
留
学

か
ら
、
明
治
以
降
の
欧
米
諸
国
へ
の
留
学
、
そ
し
て

近
年
は
世
界
の
諸
地
域
へ
の
留
学
と
、
日
本
か
ら
外

国
へ
の
留
学
の
歴
史
を
た
ど
る
こ
と
自
体
炉
日
本
文

化
史
の
興
味
深
い
要
素
を
形
成
し
て
き
た
。
日
本
人

は
、
外
国
文
化
を
吸
収
し
、
そ
れ
に
よ
っ
て
自
国
の

文
化
を
豊
か
に
す
る
こ
と
に
は
、
驚
く
べ
き
成
功
を

収
め
て
き
た
。
こ
れ
に
比
べ
て
、
外
国
か
ら
日
本
へ

の
留
学
の
成
果
は
、
個
人
的
例
外
は
も
ち
ろ
ん
あ
る

が
、
全
体
と
し
て
は
量
質
共
に
不
十
分
だ
っ
た
。
報

告
書
の
中
で
も
「
留
学
生
受
入
れ
一
〇
万
人
計
画
」

の
早
期
実
現
を
目
指
す
と
あ
る
が
、
こ
れ
は
一
種
の

国
際
公
約
と
考
え
る
べ
き
も
の
で
あ
り
、
高
等
教
育

関
係
者
が
真
剣
に
受
け
と
め
る
べ
き
課
題
で
あ
る
。

も
ち
ろ
ん
、
こ
れ
ま
で
の
と
こ
ろ
、
留
学
生
の
受
け

入
れ
は
糟
実
に
増
加
し
て
き
て
い
る
。
し
か
し
、
出

ー
・
ア
ブ
ロ
ー
ド
」
と
結
び
つ
く
可
能
性
が
あ
る
。

こ
う
い
う
形
で
ア
メ
リ
カ
の
学
生
が
日
本
の
大
学
の

キ
ャ
ン
パ
ス
で
の
日
々
を
送
る
こ
と
に
な
れ
ば
、
そ

れ
は
日
本
人
の
学
生
に
も
艮
い
教
育
的
効
果
を
及
ぽ

す
こ
と
が
期
待
さ
れ
る
で
あ
ろ
う
。

教
育
制
度
や
文
化
的
背
景
の
異
な
る
国
々
と
の
間

で
新
し
い
制
度
を
つ
く
る
に
当
た
っ
て
は
、
目
的
に

つ
い
て
の
共
道
の
理
解
を
持
つ
こ
と
か
ら
始
ま
っ
て
f

実
施
の
細
か
い
面
で
の
つ
め
を
入
念
に
行
わ
な
く
て

は
、
思
わ
ぬ
誤
解
や
摩
擦
を
ひ
き
起
こ
す
こ
と
に
も

な
り
か
ね
な
い
。
短
期
留
学
制
度
創
設
の
た
め
に
、

有
識
者
な
い
し
専
門
家
が
集
ま
っ
て
、
こ
れ
ま
で
の

体
験
を
基
に
調
査
研
究
が
行
わ
れ
る
こ
と
と
な
っ
た

検
討
し
よ
う
と
い
う
懇
談
会
が
内
閣
総
理
大
臣
の
私

的
諮
問
機
関
と
し
て
設
置
さ
れ
た
。
私
は
、
第
二
分

科
会
に
属
し
て
い
た
加
本
懇
談
会
は
特
に
、
世
界
の

文
化
財
を
ど
の
よ
う
に
保
存
す
べ
き
か
、
の
一
端
を

日
本
が
受
け
持
っ
て
国
際
貢
献
を
行
う
べ
き
で
あ
る

と
提
唱
し
て
い
る
。

私
は
、
か
ね
て
か
ら
、
文
化
財
の
赤
十
字
構
想
の

実
現
を
願
い
、
微
力
な
が
ら
行
動
に
移
し
、
実
施
し

東
京
芸
術
大
学
長
鬱
平
！
山
郡
叩
天

翌
界
の
文
化
財
の
保
存
協
力
に
つ
い
て

ひらやま。いくお 広島県出身。日本画家。

東京芸術大学長、ユネスコ親善大使。昭和34

年院展に「仏教伝来」を出品、制作の転機と

なる。その後、院展「日本美術院賞J、r文部

大臣貧」等多数受裳。平成 5年度文化功労者。

文化財赤十字構想を提嘔し、文化財の保存修

復に力を注いている。

身
地
別
で
み
る
と
、
ア
ジ
ア
か
ら
の
学
生
が
断
然
多

く
、
ま
た
国
立
大
学
は
大
学
院
生
を
主
と
し
て
受
け

入
汀
学
部
学
生
の
大
半
は
私
立
大
学
が
受
け
入
れ

る
と
い
う
。
ハ
タ
ー
ン
が
続
い
て
き
て
い
る
C

こ
れ
は
、

も
っ
と
も
な
理
由
が
あ
っ
て
の
こ
と
で
あ
る
が
、
新

し
い
時
代
の
留
学
生
交
流
の
た
め
に
は
、
ア
ジ
ア
以

外
の
固
々
！
ー
い
わ
ゆ
る
先
進
諸
国
を
含
め
た
ー
か
ら

の
留
学
生
が
増
え
る
こ
と
と
、
国
立
大
学
で
の
学
部

レ
ベ
ル
の
留
学
生
の
受
け
入
れ
炉
増
す
こ
と
を
目
指

す
べ
き
で
あ
ろ
う
。
短
期
留
学
制
度
の
創
設
は
、
こ
の

目
的
の
た
め
に
活
用
し
得
る
も
の
だ
と
考
え
る
。

日
本
か
ら
米
国
へ
の
留
学
生
が
あ
ら
ゆ
る
レ
ベ
ル

に
お
い
て
引
き
続
き
多
い
の
に
比
し
て
、
米
国
か
ら

日
本
へ
の
留
学
生
の
数
が
あ
ま
り
に
も
少
な
い
こ
と

は
l・

モ
ン
デ
ー
ル
駐
日
大
使
も
着
任
早
々
関
心
を
示

し
た
こ
と
で
あ
る
。
日
米
間
の
教
育
文
化
交
流
の
諸

問
題
に
つ
い
て
審
覇
し
勧
告
す
る
会
議
で
あ
る
「
カ

が
、
こ
れ
は
結
構
な
こ
と
だ
と
思
う
。
ま
た
、
個
別

の
大
学
の
中
で
も
r

こ
の
制
度
を
前
提
に
し
た
カ
リ

キ
ュ
ラ
ム
づ
く
り
を
検
討
し
て
い
る
と
こ
ろ
が
あ
る

と
聞
い
て
い
る
。

言
葉
の
問
題
は
い
う
ま
で
も
な
く
、
教
え
る
側
に

と
っ
て
の
負
担
の
問
題
も
あ
り
、
全
学
的
な
支
持
が

な
く
て
は
制
度
が
根
づ
か
ぬ
だ
ろ
う
と
い
う
心
配
も

あ
る
。
し
か
し
私
は
r

「
未
来
志
向
の
交
流
の
推
進
」

の
重
要
性
に
つ
い
ズ
国
民
の
コ
ン
セ
ン
サ
ス
が
得
ら

れ
る
限
り
、
ニ
―
世
紀
の
日
本
及
び
世
界
が
文
化
的

に
豊
か
な
時
代
を
迎
え
ら
れ
る
よ
う
、
今
か
ら
努
力

を
始
め
る
べ
き
で
あ
る
と
信
ず
る
。

短
期
留
学
制
度
に
期
徳
す
る

ほんま。ながよ 東京都出身。アメリカ研究

(MA)。東京大学教授、教蓑学部長を経て現

職。元アメリカ学会会長。平成 6年春紫綬褒章

受章。著奮「アメリカ史像の探求ふ rアメリ

カ大統領のリーターシップJ など。
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な
ぜ
、
こ
こ
で
ま
た
国
際
交
流
を
論
じ
る
の
か
、

と
い
う
疑
問
が
「
国
際
文
化
交
流
に
関
す
る
懇
談
会
」

の
当
初
か
ら
何
人
か
の
委
員
か
ら
出
さ
れ
た
。
五
年

前
に
も
同
じ
よ
う
な
懇
談
会
が
設
け
ら
れ
、
網
羅
的

な
内
容
を
盛
り
込
ん
だ
報
告
書
が
提
出
さ
れ
て
い
る
。

確
か
に
、
同
じ
よ
う
な
議
論
を
し
て
、
同
じ
よ
う
な

財
団
法
人
日
本
国
際
交
流
セ
ン
タ
ー
理
事
長
●

lJ十
令

報
告
書
を
書
く
と
い
う
の
で
は
無
駄
な
話
で
あ
る
。

「
実
施
体
制
と
基
盤
の
強
化
」
に
関
す
る
方
策
を
主
と

し
て
検
討
し
た
第
三
分
科
会
で
は
、
こ
の
点
に
つ
い

て
相
当
活
発
な
議
論
が
行
わ
れ
た
。
端
的
に
い
う
と
、

こ
の
数
年
間
に
起
こ
っ
た
国
際
社
会
の
大
き
な
変
動

と
そ
の
中
に
あ
る
日
本
の
立
場
を
考
え
る
と
、
我
が

国
民
一
人
一
人
に
よ
る
国
際
文
凍

正

やまもと・ただし 東京都出身d 昭和45年日

本国際交流センター設立とともに代表理事、一

昭和60年から現職。日本と諸外国の相互理解

と国際協力を政策研究、民間指導者交流、地域

の国際化プログラム等を通じて推進している。

て
い
る
。
こ
の
動
機
に
至
っ
た
の
は
、
画
家
と
し
て

作
品
を
描
く
に
当
た
り
、
三

0
年
に
わ
た
っ
て
日
本

文
化
の
源
流
で
あ
る
仏
教
伝
来
や
東
西
文
化
交
流
の

経
路
で
あ
る
シ
ル
ク
ロ
ー
ド
を
取
材
し
て
き
た
こ
と

に
あ
る
。

そ
の
道
は
、
韓
国
、
中
国
、
旧
ソ
連
、
カ
ザ
フ
ス

タ
ン
、
ウ
ズ
ベ
キ
ス
タ
ン
、
ア
フ
ガ
ニ
ス
タ
ン
、
パ

キ
ス
ク
ン
、
イ
ン
ド
、
ネ
パ
ー
ル
、
カ
ン
ボ
ジ
ア
、

ベ
ト
ナ
ム
、
ミ
ャ
ン
マ
ー
、
タ
イ
な
ど
の
各
国
に
わ

た
っ
て
い
る
。
ま
た
、
仏
教
文
化
圏
だ
け
で
な
く
、

歴
史
的
に
も
文
化
的
に
も
交
流
が
古
く
か
ら
あ
っ
た

西
方
文
化
の
ヘ
レ
ニ
ズ
ム
の
影
響
も
忘
れ
て
は
な
ら

な
い
。
私
は
イ
ラ
ン
、
イ
ラ
ク
、
シ
リ
ア
、
ヨ
ル
ダ

ン
、
レ
バ
ノ
ン
、
エ
ジ
プ
ト
、
ト
ル
コ
、
ギ
リ
シ
ャ
‘

イ
タ
リ
ア
な
ど
の
中
近
東
や
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
各
国
も
歩

い
た
。
こ
う
し
て
ユ
ー
ラ
シ
ア
大
陸
に
興
っ
た
古
代

文
明
以
来
の
各
時
代
の
文
化
の
流
れ
を
グ
ロ
ー
バ
ル

な
歴
史
視
点
か
ら
と
ら
え
な
が
ら
、
絵
を
描
い
て
き

た
の
で
あ
る
。

な
ぜ
、
私
が
こ
の
よ
う
な
発
想
を
し
た
か
は
、
昭
和

二
0
年
八
月
六
日
、
中
学
生
三
年
の
時
、
勤
労
動
員
中

に
被
爆
し
、
九
死
に
一
生
を
得
た
こ
と
に
始
ま
る
。

私
の
在
学
し
て
い
た
広
島
市
修
道
中
学
校
で
は
、

教
職
員
一
三
名
、
生
徒
一
八
八
名
の
即
死
者
が
で
た
。

私
は
、
助
か
っ
た
も
の
の
、
放
射
能
の
後
遺
症
が
残
り
、

長
期
に
わ
た
っ
て
、
放
射
能
障
害
に
苦
し
め
ら
れ
た
。

昭
和
三

0
年
代
の
初
頭
に
は
、
著
し
い
貧
血
状
態

と
な
っ
て
、
も
う
私
の
生
命
は
こ
れ
で
駄
目
だ
と
覚

出
始
め
た
。
ア
ジ
ア
や
中
東
各
国
の
文
化
財
に
つ
い

て
も
現
地
保
存
や
修
復
へ
の
協
力
も
希
望
さ
れ
て
い

た
。
こ
れ
は
そ
れ
ま
で
の
科
学
研
究
費
補
助
金
の
学

術
研
究
交
流
か
ら
、
一
歩
も
二
歩
も
踏
み
込
ん
だ
も

の
で
あ
る
。

私
は
、
遺
跡
群
を
歩
き
な
が
ら
、
日
本
文
化
の
源

流
で
あ
り
、
そ
の
恩
恵
に
浴
し
て
い
る
遺
跡
を
何
と

か
保
存
し
て
い
く
こ
と
に
協
力
を
し
な
け
れ
ば
と
思

い
始
め
る
よ
う
に
な
っ
た
。
個
人
や
大
学
の
立
場
で

は
限
界
が
あ
る
も
の
の
、
人
材
育
成
の
協
力
は
、
微

カ
で
あ
る
が
可
能
で
あ
る
。
だ
が
、
各
国
の
国
有
財

産
の
修
復
に
は
、
国
家
間
の
条
約
締
結
や
交
渉
、
合

意
が
必
要
と
さ
れ
る
。

こ
れ
ら
の
こ
と
か
ら
、
私
は
小
回
り
の
き
く
民
間

や
大
学
の
立
場
か
ら
起
爆
薬
と
な
り
、
国
や
政
府
を

悟
し
た
時
期
が
あ
る
。
通
常
は
、
七

0
0
0か
ら
八

0
0
0は
あ
る
白
血
球
が
三
六

0
0以
下
と
な
り
、

身
体
が
衰
弱
し
て
い
た
。
こ
の
時
に
、
一
枚
で
も
良

い
か
ら
、
平
和
を
祈
る
鎮
魂
の
絵
を
描
き
た
い
と
願

っ
た
こ
と
が
あ
る
。
こ
の
時
期
に
、
ロ
ー
マ
オ
リ
ン

ピ
ッ
ク
が
あ
り
、
次
期
会
場
は
日
本
に
決
ま
っ
た
。

オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
の
聖
火
を
、
シ
ル
ク
ロ
ー
ド
を
通

っ
て
、
ギ
リ
シ
ャ
の
ア
テ
ネ
か
ら
東
京
ま
で
リ
レ
ー

し
て
運
ん
だ
ら
平
和
に
つ
な
が
る
の
で
は
な
い
か
と

い
う
コ
メ
ン
ト
が
新
聞
に
出
た
こ
と
が
あ
る
。

私
は
、
こ
の
記
事
か
ら
、
天
山
南
路
を
行
く
求
道

じ
ょ
う

僧
で
あ
る
唐
僧
玄
笑
三
蔵
を
思
い
浮
べ
た
。

玄
芙
三
蔵
は
、
建
国
さ
れ
た
ば
か
り
の
唐
で
大
勢

の
人
を
救
う
べ
く
、
正
し
い
仏
法
を
学
ぶ
た
め
に
イ

ン
ド
行
を
願
っ
た
。
当
時
の
唐
王
朝
は
、
出
国
す
る
こ

と
を
禁
じ
て
い
た
。
玄
笑
三
蔵
は
、
国
禁
を
犯
し
て

ま
で
一
七
年
に
わ
た
る
イ
ン
ド
ヘ
の
旅
を
決
行
し
、

多
く
の
経
典
を
携
え
て
帰
国
し
た
。
そ
の
後
二

0
年

に
わ
た
る
翻
訳
を
行
い
、
七
世
紀
の
中
国
仏
教
に
多

大
の
貢
献
を
し
て
い
る
。
ま
た
、
日
本
は
遣
唐
使
を

通
じ
て
、
中
国
文
化
を
日
本
に
招
来
し
て
い
る
が
、

玄
笑
三
蔵
の
決
死
的
な
壮
図
が
な
け
れ
ば
、
日
本
の

古
代
奈
良
文
化
も
違
っ
た
も
の
に
な
っ
て
い
た
に
相

違
な
い
と
考
え
ら
れ
る
。
こ
の
よ
う
な
こ
と
か
ら
玄

芙
三
蔵
は
、
日
本
文
化
の
大
恩
人
で
あ
る
と
言
っ
て

過
言
で
は
な
い
だ
ろ
う
と
私
は
思
っ
て
い
る
。

幸
い
、
昭
和
三
四
年
に
「
仏
教
伝
来
」
と
題
し
て

院
展
に
発
表
し
た
が
、
そ
れ
は
私
の
画
壇
へ
登
場
す

動
か
す
こ
と
を
思
っ
た
の
で
あ
る
。
私
は
「
文
化
財

の
赤
十
字
構
想
」
が
、
日
本
政
府
に
よ
る
文
化
貢
献

の
―
つ
に
な
る
よ
う
に
と
願
っ
て
提
唱
し
て
き
た
。

こ
う
し
て
、
敦
煽
石
窟
の
展
示
研
究
セ
ン
タ
ー
が

日
本
政
府
の
協
力
に
よ
り
本
年
八
月
ニ
―
日
に
完
成

し
た
。
こ
れ
は
、
日
本
政
府
の
一
般
無
償
援
助
に
よ

る
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
で
あ
る
。
民
間
で
は
、
ソ
フ
ト
の
面

で
協
力
す
べ
く
、
文
化
財
保
護
振
興
財
団
が
設
立
さ

れ
、
研
究
資
材
や
人
材
養
成
の
面
で
協
力
し
て
き
た
。

ま
た
、
ア
メ
リ
カ
の
フ
リ
ー
ア
ー
美
術
館
を
は
じ

め
、
シ
カ
ゴ
美
術
館
、
オ
ラ
ン
ダ
、
フ
ラ
ン
ス
、
イ

ギ
リ
ス
、
ア
イ
ル
ラ
ン
ド
、
ポ
ー
ラ
ン
ド
各
国
の
日

本
古
美
術
品
の
修
復
協
力
も
実
施
さ
れ
て
い
る
。
こ

れ
ら
は
、
文
化
庁
の
修
復
指
導
の
も
と
に
、
東
京
芸
術

大
学
、
芸
術
研
究
振
興
財
団
、
東
京
国
立
文
化
財
研

る
作
品
と
も
な
っ
た
。
衰
弱
し
た
身
体
も
、
こ
れ
か
ら

平
和
を
祈
る
作
品
を
描
き
続
け
よ
う
と
意
欲
的
に
な

っ
た
の
が
好
影
響
を
与
え
た
の
か
、
少
し
ず
つ
健
康

を
回
復
し
て
い
っ
た
。
以
後
私
は
新
し
く
仏
伝
を
解

釈
し
て
、
文
学
的
に
、
幻
想
的
に
描
き
続
け
て
い
っ

た
。
昭
和
三
七
年
か
ら
三
八
年
に
か
け
て
、
ユ
ネ
ス

コ
・
フ
ェ
ロ
ー
シ
ッ
プ
で
イ
タ
リ
ア
、
フ
ラ
ン
ス
、

イ
ギ
リ
ス
、
オ
ラ
ン
ダ
、
ド
イ
ツ
ヘ
留
学
し
た
こ
と

が
あ
る
。
「
東
西
宗
教
絵
画
の
比
較
研
究
」
と
い
う
研

究
テ
ー
マ
で
あ
っ
た
。
帰
国
後
、
昭
和
四
一
年
に
は
、

東
京
芸
術
大
学
中
世
オ
リ
エ
ン
ト
遺
跡
学
術
調
査
団

を
組
ん
で
、
ト
ル
コ
に
出
張
し
、
ビ
ザ
ン
チ
ン
帝
国

く
つ

時
代
の
洞
窟
修
道
院
や
教
会
堂
壁
画
の
研
究
や
模
写

を
し
た
こ
と
が
あ
る
。
こ
う
し
て
、
私
は
西
か
ら
東

へ
の
文
化
交
流
に
接
し
は
じ
め
た
。

日
本
文
化
の
源
流
で
あ
る
仏
教
伝
来
の
道
を
歩
く

べ
く
、
昭
和
四
三
年
に
は
、
イ
ン
ド
、
ア
フ
ガ
ニ
ス

タ
ン
、
旧
ソ
連
中
央
ア
ジ
ア
、
カ
ザ
フ
ス
タ
ン
、
ウ

ズ
ベ
キ
ス
タ
ン
、
パ
キ
ス
タ
ン
を
訪
れ
た
。

こ
の
時
期
か
ら
、
私
は
毎
年
の
よ
う
に
、
仏
教
東

漸
や
ヘ
レ
ニ
ズ
ム
文
化
の
流
れ
を
求
め
て
各
国
を
歩

い
て
い
る
。
昭
和
五

0
年
に
は
念
願
の
中
国
を
訪
問

す
る
こ
と
が
実
現
し
た
。
昭
和
五
一
年
か
ら
半
年
に

わ
た
り
、
イ
ラ
ン
、
イ
ラ
ク
、
シ
リ
ア
、
エ
ジ
プ
ト
、

ト
ル
コ
で
私
の
個
展
を
開
い
た
。
続
い
て
、
中
国
、

ギ
リ
シ
ャ
で
も
個
展
を
開
催
し
た
。
そ
の
こ
ろ
か
ら

と
ん
こ
う

敦
煽
研
究
院
と
の
交
流
が
始
ま
っ
た
が
、
大
学
間
交

流
の
中
か
ら
、
徐
々
に
文
化
財
保
存
の
協
力
要
請
が

究
所
な
ど
が
協
力
し
て
、
実
施
中
で
あ
る
。

シ
ル
ク
ロ
ー
ド
周
辺
の
文
化
遺
跡
は
、
日
本
文
化

の
源
流
で
も
あ
り
、
こ
れ
ら
の
遺
跡
の
保
存
協
力
は

恩
返
し
に
も
な
る
。

在
外
日
本
古
美
術
修
復
協
力
は
、
素
材
の
相
違
か

ら
、
欧
米
人
に
よ
る
修
復
に
つ
い
て
い
え
ば
、
人
材

育
成
も
併
せ
て
行
う
こ
と
が
必
要
で
あ
る
。
こ
う
し

た
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
を
通
じ
て
、
日
本
の
文
化
の
質
や

日
本
人
の
心
が
理
解
さ
れ
る
だ
ろ
う
。
経
済
力
の
発

展
に
伴
い
、
そ
れ
に
見
合
っ
た
文
化
の
国
際
貢
献
を

行
う
こ
と
が
、
日
本
に
対
す
る
国
際
的
理
解
を
深
め

つ
な

る
こ
と
に
繋
が
る
の
で
あ
る
。
こ
の
よ
う
な
発
想
か

ら
、
文
化
に
よ
る
赤
十
字
構
想
を
提
唱
し
て
い
る
の

で
あ
り
、
ま
た
様
々
な
取
組
が
実
行
さ
れ
て
い
る
。
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「
文
化
」
と
は
何
か
。
平
た
く
言
っ
て
し
ま
え
ば
、
.

そ
れ
は
r

人
間
の
物
の
考
え
方
f

感
じ
方
の
あ
ら
わ

れ
の
こ
と
で
あ
ろ
う
。
だ
と
す
れ
ば
、
国
や
民
族
の

異
な
る
人
々
が
、
お
互
い
へ
の
理
解
を
深
め
る
こ
と

で
、
誤
解
や
偏
見
や
摩
擦
を
と
り
の
ぞ
く
た
め
に
も
、

ま
ず
は
、
お
互
い
の
「
文
化
L

を
知
る
こ
と
が
重
要

と
な
っ
て
く
る
。
そ
れ
が
「
文
化
交
流
し
の
意
義
で

あ
る
。
そ
し
て
、
日
本
は
今
後
、
具
体
的
に
ど
の
よ

う
に
「
国
際
文
化
交
流
L

を
展
開
す
べ
き
か
、
が
、

本
懇
談
会
の
議
題
で
あ
っ
た
。
学
術
、
教
育
、
ス
ポ

ー
ツ
等
、
様
々
な
分
野
か
ら
の
御
意
見
を
伺
い
な
が

ら
、
で
は
、
芸
術
文
化
、
特
に
私
自
身
の
専
門
分
野

で
あ
る
舞
台
芸
術
で
は
、
ど
の
よ
う
な
施
策
が
今
、

必
要
と
さ
れ
て
い
る
か
を
、
考
え
て
み
た
。

芸
術
文
化
は
、
様
々
な
「
文
化
L

の
う
ち
で
も
、
特

に
、
人
間
の
感
じ
方
、
つ
ま
り
感
受
性
に
強
く
訴
え

る
力
を
持
ち
、
感
動
を
共
有
す
る
こ
と
で
国
境
を
越

え
た
い
わ
ば
魂
の
交
歓
と
で
も
言
い
う
る
よ
う
な
熱

い
交
流
の
可
能
性
を
秘
め
て
い
る
。
音
楽
を
通
し
て

映
画
を
通
し
て
、
詩
や
小
説
、
絵
画
を
通
し
て
、
我
々

は
い
か
に
多
く
の
国
々
の
文
化
に
触
れ
、
人
間
の
真

実
に
触
れ
た
こ
と
か
。
そ
し
て
、
そ
れ
ら
の
中
で
も
、

舞
台
芸
術
の
表
現
と
し
て
の
特
色
は
際
立
っ
て
い
る
。

舞
台
芸
術
は
、
生
身
の
人
間
の
心
と
身
体
を
媒
体
と

し
て
表
現
さ
れ
る
芸
術
で
あ
る
。
同
じ
時
代
に
生
き
、

同
じ
空
間
に
呼
吸
す
る
演
者
と
観
客
の
間
に
と
り
か

わ
さ
れ
る
感
情
的
体
験
の
密
度
の
濃
さ
は
、
他
の
芸

術
表
現
の
場
合
と
は
一
味
違
う
。
ま
た
、
舞
台
芸
術

は
そ
の
表
現
の
性
質
上
、
総
合
芸
術
的
な
側
面
を
持

っ
て
い
る
。
ダ
ン
ス
に
し
て
も
オ
ペ
ラ
、
演
劇
に
し

て
も
、
視
覚
、
聴
覚
、
そ
し
て
ダ
ン
ス
以
外
で
は
言

語
的
側
面
も
持
ち
、
多
数
の
人
々
が
製
作
に
か
か
わ

っ
て
く
る
。
そ
こ
に
は
美
術
も
音
楽
も
衣
装
デ
ザ
イ

ン
も
詩
も
含
ま
れ
、
近
ょ
現
代
の
国
内
外
の
優
れ
た

舞
台
芸
術
作
品
に
は
、
し
ば
し
ば
そ
の
国
の
各
芸
術

ジ
ャ
ン
ル
の
逸
材
た
ち
が
結
集
し
て
創
造
に
当
た
っ

て
い
る
例
が
見
受
け
ら
れ
る
。
そ
れ
ゆ
え
、
欧
米
を
中

心
と
す
る
国
々
で
は
、
舞
台
芸
術
を
、
そ
の
国
の
芸

術
の
水
準
と
成
果
を
あ
ら
わ
す
「
顔
」
と
し
て
、
振

興
に
つ
と
め
、
国
外
公
演
を
活
発
に
行
う
こ
と
で
、

国
際
文
化
交
流
に
大
き
な
役
割
を
果
た
し
て
い
る
。

で
は
日
本
の
場
合
は
ど
う
か
。
ま
ず
前
述
の
よ
う

に
舞
台
芸
術
は
生
身
の
人
間
に
よ
っ
て
表
現
さ
れ
る

芸
術
で
あ
る
。
そ
れ
は
こ
の
テ
ク
ノ
社
会
で
は
、
手

劇
作
家
・
演
出
家
ぷ
如
月
小
春

舞
合
芸
術
の
い
っ
そ
う
の
振
典
を

きさらぎ。こはる 東京都出身。撥l作家・演
出家。劇団NOISE代表として『A・R一芥）II龍

之介素描J 等、多くの作品を発表し続けてい

る。桐朋学固短期大学部演刺専攻科非常勤諮

師。著書『都市民族の芝居小屋」なと。

菌
の
国
際
交
流
に
つ
い
て
の
考
え
方
と
そ
の
進
め
方

を
相
当
根
本
的
に
変
え
て
い
か
な
く
て
は
な
ら
な
い

の
で
は
な
い
か
と
い
う
の
が
、
我
々
の
結
論
で
あ
り
、

こ
れ
を
基
調
に
し
た
報
告
書
が
ま
と
め
ら
れ
た
。

今
回
の
報
告
書
の
タ
イ
ト
ル
に
あ
る
よ
う
に
、
「
新

し
い
時
代
」
が
到
来
し
て
い
る
こ
と
は
だ
れ
と
て
も
感

じ
て
い
る
こ
と
で
あ
る
。
冷
戦
構
造
の
終
え
ん
と
と

も
に
、
国
際
関
係
に
お
い
て
経
済
的
な
か
か
わ
り
あ

い
の
重
要
性
が
i

層
増
大
し
、
国
と
国
と
の
相
互
依

存
関
係
の
緊
密
度
が
極
め
て
深
く
な
っ
た
。
そ
れ
と

と
も
に
、
国
家
間
の
摩
擦
も
起
こ
り
や
す
い
状
況
に

な
り
、
日
米
経
済
関
係
に
お
い
て
も
そ
う
で
あ
る
が
、

「
共
通
の
敵
」
を
持
つ
と
い
う
こ
と
を
て
こ
に
し
て
摩

擦
の
解
消
を
図
る
こ
と
は
も
は
や
難
し
く
な
っ
て
き

た
。
こ
の
よ
う
な
相
互
依
存
関
係
を
維
持
、
発
展
さ

せ
る
た
め
に
は
政
府
間
の
協
議
や
取
決
め
だ
け
で
は

不
十
分
で
あ
る
こ
と
も
こ
れ
ま
で
以
上
に
明
ら
か
に

な
っ
て
き
た
。
こ
の
よ
う
な
認
識
に
墓
づ
い
て
今
回

の
報
告
書
は
、
「
経
済
関
係
の
進
畏
に
見
合
っ
た
相
互

の
文
化
理
解
や
人
的
な
つ
な
が
り
を
強
力
に
促
進
し

な
い
限
り
、
友
好
的
な
対
外
関
係
を
長
期
的
に
発
展

さ
せ
る
こ
と
は
困
難
で
あ
る
」
と
強
調
し
て
い
る
の

で
あ
る
。
こ
れ
ま
で
や
や
も
す
る
と
国
際
交
流
活
動

を
単
に
友
好
親
善
促
進
の
た
め
の
趣
味
的
な
も
の
と

考
え
る
傾
向
が
あ
っ
た
が
、
国
際
交
流
活
動
が
対
外

関
係
に
と
り
不
可
欠
で
あ
り
、
長
期
的
問
題
の
解
決

に
と
っ
て
も
、
「
も
っ
と
も
有
効
な
究
極
の
鍵
と
な
り

う
る
」
と
い
う
の
が
新
し
い
時
代
に
お
け
る
係
る
活

釉
児
但
置
づ
け
な
の
で
あ
る
。

そ
れ
だ
け
に
、
国
際
交
流
活
動
は
文
化
の
相
互
理

解
の
た
め
と
い
う
だ
け
で
は
な
く
、
「
わ
が
国
の
社
会

の
仕
組
み
そ
の
も
の
と
私
達
国
民
の
意
識
を
さ
ら
に

大
胆
に
外
に
開
か
れ
た
も
の
に
し
て
、
外
国
の
人
達

を
受
け
入
れ
、
外
国
の
文
化
と
価
値
観
を
尊
重
す
る
’j

た
め
の
も
の
で
あ
る
べ
き
な
の
で
あ
る
。
し
か
も
、

大
き
な
経
済
力
を
も
つ
日
本
と
し
て
、
環
境
、
貧
困
、

難
民
と
い
っ
た
近
年
一
層
顕
在
化
し
て
い
る
地
球
的

課
題
の
解
決
の
た
め
の
日
本
の
同
際
的
貢
献
も
国
際

交
流
活
動
に
課
さ
れ
て
い
る
役
割
と
な
っ
て
き
て
い

る
こ
と
も
今
回
の
報
告
書
が
指
摘
し
て
い
る
こ
と
で

あ
る
。こ
の
よ
う
に
考
え
て
く
る
と
、
国
際
交
流
活
動
は

ひ
と
に
ぎ
り
の
人
た
ち
、
ま
し
て
政
府
関
係
者
だ
け

で
推
進
し
う
る
も
の
で
は
な
い
こ
と
は
明
ら
か
で
あ

る
。
ま
さ
に
、
「
国
民
一
人
一
人
が
担
い
手
と
な
る
よ

う
な
国
際
交
流
の
推
遮
茄
必
要
に
な
っ
て
き
て
い

る
」
の
で
あ
る
。
そ
の
よ
う
な
新
し
い
流
れ
は
、
我

が
国
に
お
い
て
も
感
じ
る
こ
と
が
で
き
る
。
地
方
自

治
体
、
民
間
財
団
、
教
育
。
研
究
機
関
、

N
G
o
、

ボ
ラ
ン
タ
リ
ー
，
＇
。
グ
ル
ー
プ
等
を
適
じ
て
国
際
交

流
，
協
力
活
動
に
参
加
す
る
人
た
ち
の
数
は
近
年
に

な
り
相
当
増
え
て
き
て
い
る
。
一
方
に
お
い
て
、
報

告
書
に
も
あ
る
と
お
り
、
そ
の
よ
う
な
国
と
国
の
関

係
を
こ
え
た
多
く
の
人
的
、
組
織
的
な
ネ
ッ
ト
ワ
ー

ク
が
広
が
り
つ
つ
あ
る
こ
と
が
、
「
新
し
い
時
代
の
国

際
社
会
の
特
徴
の
一
っ
」
に
な
り
つ
つ
あ
る
。
し
か

し
、
残
念
な
が
ら
、
そ
の
よ
う
な
国
際
的
な
ネ
ッ
ト
ワ

ー
ク

UJ
中
で
の
「
日
本
人
の
顔
L

に
い
ま
だ
に
目
立
っ

て
な
い
。
こ
の
大
き
な
原
因
が
4

．
よ
り
多
く
の
国
民

が
積
極
的
に
国
際
交
流
に
参
加
す
る
た
め
の
な
か
だ

ち
を
し
た
り
、
そ
の
継
続
的
な
推
進
の
た
め
の
触
媒

の
役
割
を
果
た
す
民
間
組
織
の
発
達
と
整
俯
が
遅
れ

て
い
る
こ
と
に
あ
る
こ
と
は
報
告
書
に
お
い
て
も
論

じ
ら
れ
て
い
る
。
国
際
交
流
の
促
進
が
叫
ば
れ
る
ご

と
に
感
じ
る
こ
と
だ
が
、
こ
の
よ
う
な
民
間
組
織
の

強
化
を
図
る
本
格
的
な
努
力
を
し
な
い
か
ぎ
り
、
そ

れ
こ
そ
か
け
声
だ
け
に
終
わ
っ
て
し
ま
う
の
で
あ
る
。

今
回
の
報
告
書
で
は
、
新
た
な
発
展
の
気
運
が
強
ま

っ
て
い
る
地
方
を
含
め
た
民
間
組
織
の
強
化
の
た
め

の
免
税
措
置
、
公
的
資
金
に
よ
る
助
成
、
許
認
可
制

度
の
緩
和
等
の
具
体
的
提
言
が
な
さ
れ
て
い
る
。
国

際
交
流
が
対
外
関
係
の
維
持
・
向
上
に
と
り
不
可
欠

な
も
の
と
考
え
る
以
上
、
こ
れ
ま
で
の
よ
占
な
政
府

の
取
組
で
は
大
き
な
前
進
は
あ
り
え
な
い
。

た
だ
、
一
方
に
お
い
て
r

民
間
の
側
に
お
い
て
も
r

不
十
分
な
条
件
の
な
か
で
も
着
実
に
国
際
活
動
を
展

開
す
る
こ
と
は
不
可
能
で
は
な
い
の
で
あ
る
。
小
さ

な
組
織
の
人
た
ち
が
海
外
の
仲
間
た
ち
と
協
力
し
て

交
流
活
動
を
展
開
し
、
次
第
に
ネ
ッ
ト
E

ー
ク
を
広

め
て
強
化
し
つ
つ
あ
る
の
を
よ
く
見
聞
き
す
る
よ
う

に
な
っ
た
。
こ
の
よ
う
な
国
民
一
人
一
人
の
活
動
が

究
極
的
に
は
国
際
交
流
活
動
を
活
性
化
さ
せ
政
府
の

対
応
に
も
影
響
を
与
え
る
の
で
あ
る
。
今
や
、
新
し

い
時
代
の
相
互
依
存
関
係
の
深
ま
っ
た
国
際
社
会
の

中
で
は
国
民
一
人
一
人
が
参
加
す
る
国
際
交
流
な
し

に
は
、
平
和
で
建
設
的
な
対
外
関
係
の
構
築
は
あ
り

え
な
い
の
で
あ
る
。

間
と
コ
ス
ト
の
か
か
る
手
段
で
あ
る
。
し
か
も
観
客

数
は
空
間
的
条
件
に
よ
っ
て
き
わ
め
て
限
ら
れ
る
°

つ
ま
り
現
社
会
構
造
下
に
お
い
て
は
、
資
金
援
助
な

し
に
は
存
続
す
ら
危
う
く
な
り
か
ね
な
い
表
現
な
の

だ
。
と
こ
ろ
が
現
状
で
は
シ
ズ
テ
ム
の
整
備
、
援
助

の
額
、
共
に
必
要
と
さ
れ
る
も
の
に
は
る
か
に
及
ば

な
い
。
そ
れ
と
同
時
に
必
要
な
の
が
人
材
の
育
成
で

あ
る
。
我
が
国
に
は
舞
台
芸
術
の
専
門
家
を
育
成
す

る
た
め
の
教
育
機
関
が
き
わ
め
て
少
な
い
。
特
に
国

公
立
の
そ
れ
は
皆
無
に
近
い
。
こ
れ
は
異
常
な
事
態

と
言
わ
ざ
る
を
得
な
い
。
舞
台
芸
術
は
多
く
の
人
々

が
か
か
わ
っ
て
成
立
す
る
芸
術
で
あ
る
。
俳
優
や
踊

り
手
は
も
ち
ろ
ん
の
こ
と
、
プ
ロ
デ
ュ
ー
サ
ー
や
舞

い
た

台
技
術
者
に
到
る
ま
で
、
育
成
は
急
務
で
あ
る
。
さ

も
な
け
れ
ば
せ
っ
か
く
第
二
同
立
劇
場
が
オ
ー
プ
ン

し
て
も
、
そ
こ
を
拠
点
に
し
て
発
信
す
べ
き
、
日
本

の
芸
術
文
化
の
「
顔
」
が
息
も
絶
え
絶
え
、
な
ん
て

こ
と
に
も
な
り
か
ね
な
い
の
だ
。
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人
•
こ
の
道

教
育
・
文
化
と
地
域
つ
く
り
ー
沖
縄
県
具
志
川
市

都
道
府
県
発
ー
教
育
・
学
術
・
文
化
ニ
ュ
ー
ス
話
山
県
・
徳
島
県

魯
魯
嘩

熊

田

誠

＠
特
別
記
事

新
し
い
時
代
の
高
等
学
校
施
設

♦
座
談
会

少
子
・
高
齢
社
会
を
考
え
る

（
出
席
者
）
上
杉
穀
士
／
中
野
英
子
／

山
本
恒
夫
／
（
司
会
）
野
角
計
宏

♦
論
文

少
子
化
時
代
の
子
と
も
．
藤
崎
真
知
代

高
齢
社
会
を
襲
か
に
す
る
生
涯
学
習
活
動
岡
本
包
治

◆
巻
頭
言

少
子
・
高
齢
社
会
に
お
け
る
教
育
の
展
望
坂
本
昇

: 
少子・高齢
社会へ向けた
文教施策
活力のある明るい

福祉社会を目指して

●
次
号

(
9
月
号
）
目
次

lヤ==-----------コi ▽
今
月
号
は
、
特
集
の
テ
ー
マ
は
、
「
男

女
共
同
参
画
型
社
会
づ
く
り
」
で
あ
り

ま
す
。こ
れ
は
、
総
理
府
に
設
け
ら
れ
て
い

る
婦
人
問
題
企
画
推
進
本
部
（
平
成
六

年
七
月
―
二
日
か
ら
は
、
男
女
共
同
参

画
推
進
本
部
）
が
平
成
三
年
五
月
に
新

国
内
行
動
計
画
（
第
一
次
改
定
）
の
決

定
を
し
て
い
る
こ
と
や
、
ま
た
昨
年
七

月
に
「
男
女
共
同
参
画
型
社
会
づ
く
り

に
関
す
る
推
進
体
制
の
整
備
に
つ
い
て
’l

の
決
定
を
し
て
い
る
こ
と
、
さ
ら
に
は

来
年
九
月
に
は
中
国
の
北
京
市
で
「
世

界
婦
人
会
議
」
が
開
催
さ
れ
る
予
定
で

あ
る
こ
と
な
ど
の
状
況
を
踏
ま
え
た
も

の
で
あ
り
ま
す
。

▽
ま
た
特
別
記
事
は
、
昨
年
一

0
月
に

細
川
総
理
の
い
わ
ゆ
る
私
的
懇
談
会
と

し
て
ス
タ
ー
ト
し
た
「
国
際
文
化
交
流

に
関
す
る
懇
談
会
」
が
、
こ
の
六
月
に

当
時
の
羽
田
総
理
あ
て
に
行
っ
た
報
告

編

集

「
新
し
い
時
代
の
国
際
文
化
交
流
」
を
受

け
た
も
の
で
あ
り
ま
す
。

今
後
の
国
際
文
化
交
流
の
基
本
的
な

考
え
方
等
に
つ
い
て
、
現
段
階
で
紹
介

さ
せ
て
い
た
だ
い
て
お
り
ま
す
。

▽
本
誌
の
今
年
一
月
号
の
「
鑑
賞
席
」

で
紹
介
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
「
バ

ー
ン
ズ
・
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
展
」
は
、
大

変
な
人
気
で
あ
り
ま
し
た
。

こ
れ
を
あ
ら
か
じ
め
紹
介
さ
せ
て
い

た
だ
い
た
側
と
し
て
う
れ
し
く
も
あ
り

ま
し
た
。

編
集
幹
事
も
休
日
に
同
展
覧
会
が
行

わ
れ
た
上
野
の
国
立
西
洋
美
術
館
に
行

き
ま
し
た
が
へ
長
蛇
の
列
の
入
館
者
で
、

息
子
と
も
ど
も
流
さ
れ
る
ま
ま
見
て
ま

い
り
ま
し
た
。

今
月
号
の
「
鑑
賞
席
」
は
、
来
月
か

ら
同
館
で
開
催
さ
れ
る
「
一
八
七
四
年
、

パ
リ
ー
第
一
回
印
象
派
展
と
そ
の
時

代
」
で
あ
り
ま
す
。

(
A
.
s
)

編
集
部

『
読
者
か
ら
の
た
よ
り
』
欄
へ
の
投
稿
を
歓
迎
し
ま
す
。
本
誌
を
読
ん
で
の
御
一

感

想

、

御

意

見

等

を

ど

し

ど

し

お

寄

せ

く

だ

さ

い

。

＼

●
投
稿
規
定

①
一
件
に
つ
き
四

0
0
字
以
内
②
住
所
、
氏
名
、
年
齢
、
職
業
、
電
話
番
号

を
明
記
（
誌
上
匿
名
可
）
③
掲
載
分
に
は
薄
謝
進
呈

※
文
章
を
一
部
手
直
し
さ
せ
て
い
た
だ
く
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

●
送
り
先

〒
IoO
東
京
都
千
代
田
区
霞
が
関
一
ー
ー
ー
ニ
ー
ニ

文
部
省
大
臣
官
房
政
策
課
な
「
文
部
時
報

後

記
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